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１． 研究課題 

脳情報デコーディングとは、神経活動を計測したデータから活動のもととなる感覚情報や行

動出力を解読する手法である。知覚、運動などの分野を中心に研究が進められてきたが、言

語のデコーディングはまだほとんど成功していない。本研究では、脳の神経活動によって生

じる磁気信号を世界に先駆けて日本で開発された高温超伝導自己シールド脳磁計を使って計

測し、機械学習・深層学習の手法を用いて信号源となった言語の理解及び産出活動をデコー

ドする。 

 

２． 主な研究成果 

2020年度は、言語のデコーディングの前提として、言語処理における脳磁気信号の特徴を

探る実験的研究を実施した。日本語数量表現を使用した言語処理における予測の脳機能を明

らかにする脳磁気計測実験について、2019 年度までに実施した実験で計測したデータの解

析、解析結果に基づく国際学会における成果発表、追加データを取得するための脳磁気計測

実験を実施した。計測にはエレクタ社製脳磁計（国立障害者リハビリテーションセンター研

究所に設置）に加えて、本プロジェクトでこれから主力となる住友重機械工業社製脳磁計（東

京電機大学に設置）を使用した計測を行った。 データ解析のため 2020 年 9 月に 2 回にわた

って共同研究者松本を講師として、酒井、幕内、大関、大須、

村田研究室の研究員、大学院生等が参加してオンラインで

SPM12-MATLAB を使用した脳磁気データ解析のワークショップ

を開催した。さらに 2020 年 12 月及び 2021 年 3 月に、住友重

機械工業社の水谷氏を招聘し、MNE-Pythonによるデータ解析の

ワークショップも実施した。これらの研究の成果として、まだ

実験参加者数が限定されていたため暫定的な結果ではあるが、

数量表現からの後続名詞に対する予測と左半球側頭葉中側頭

回の神経活動に相関が観察されるという先行研究の知見が再

現されたことを報告した。  
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図 単語が予測と一致しなかったことによる

左半球側頭葉中側頭回を発生源とする

磁気信号の増加 
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５． 研究活動の課題と展望 

2021 年度は、東京電機大学に設置されている住友重機械工業社製の脳磁計を使用して脳情報

解読を目的とした実験を実施してデータを解析する。年度前半にパイロット実験を実施し、

後半には本格的な計測およびデータ解析を開始する計画である。 

 


